


































































































Alleluia. Christus resurgens ex mortuis, iam non moritur: mors illi ultra non dominabitur.
アレルヤ　死者のうちから復活させられたキリストは、もはや死ぬことがないと、わたしたち
は知っています。死はもはやキリストを支配していません。
































































paschali laudes、Veni sancte spiritus、Lauda Sion salvatorem、Dies iraeの４曲のみが典礼
内で使用可能とされることとなった。その後18世紀に入ってからStabat Mater dolorasaが新












　この復活祭の続唱は、ブルグンドのヴィポ（Wipo von Burgund, ca. 995-ca. 1050）によって
創られたと言われている。続唱という形式が創作された初期に見られる不規則な構造を持って
いるが、韻律の要素などは見いだされる。（laudes - peccatores; duelleo - mirando; Maria - in 
viva; viventis - resurgentis）韻はその後の節より更に規則的に現れる。）
　元来は4b「Scimus Christum surrexisse」の節の前に4a Credendum est magis soli Mariae 












1 Victimae Paschali laudes  キリストを信じる全ての者よ、
 immolent Christiani. 主の過ぎ越しをたたえよう。
2a Agnus redemit oves: こひつじは羊をあがない
 Christus innocens Patri 罪のないキリストは
 reconciliavit 罪の世に神の赦しをもたらされた。
 peccatores.
2b Mors et vita duello 死と命との戦いで
 conflixere mirando 死を身に受けた命の主は
 dux vitae mortuus 今や生きて治められる。
 regnat vivus.
3a <<Dic nobis Maria, マリアよ、私たちに告げよ。
 quid vidisti in via?>> あなたが道で見たことを。
 <<Sepulcrum Christi viventis 開かれたキリストの墓、
 et gloriam vidi resurgentis, よみがえられた主の栄光
3b Angelicos testes, 証しする神の使いと
 sudarium et visies. 残された主の衣服を。
 Surrexit Christus spes mea 私の希望キリストは復活し、




4b Scimus Christum surrexisse ともにたたえ告げ知らせよう。
 a mortuis vere: 主キリストは復活された。
 tu nobis, victor 勝利の王キリストよ。

























Nun bitten wir den Heiligen Geist、Nun sei willkommen, Herre Christ、Gelobet seist du, 
Jesu Christ、In Gottes Namen fahren wir、Gott sei gelobet und gebenedeiet、Ehre sei dir, 
Christe, der du littest Not、Mitten wir im Leben sind、Christ ist erstandenが挙げられる。
２．４　続唱Victimae paschali laudesからライゼChrist ist erstandenへ
　Victimae paschali laudesの最後から二番目の節を受けて、会衆がこの短い「Christ ist 
erstanden von der Marter alle」という答句を最後の節に取って変わって歌ったことに、この
聖歌の成立が見いだされる。
　この短い答句は、主にアウグスティノ会の修道士を通してヨーロッパ中に広まったようであ



























































































譜例11　 （Feste Romane p, 29、
9小節）
譜例13　 （Feste Romane 
p.34、36小節）
譜例14　（Feste Romane p.38、61小節） 譜例15　（Feste 
Romane p.40、
72小節）
譜例12－1　 （Feste Romane p.93、29小節、コール・
アングレ部分）
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